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１．意見照会について

○ 確認観点 第1.0版からの見え消し版を同封し、修正箇所を中心にご確認いただくことを想定。

○ 照会期間 11月21日（月）の週 ～ 12月16日（金） 約４週間

※第６回検討会の日程は、意見照会の状況を踏まえつつ、今後調整予定。

○ 対象資料 標準仕様書案に関する意見照会の実施について

健康管理システム標準仕様書1.1版（案）

別紙１ 業務フロー

別紙２－１ 機能・帳票要件、別紙２－２ 管理項目

別紙３ 帳票詳細要件

別紙４ 帳票レイアウト

○ 回答について 共同ポータルサイト「OnePublic」のアンケート機能を活用する予定。



２．意見の集約手法について
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○ 意見の集約は、以下の手法を用いて実施することを予定している。

①

個票の一覧化

②

同意見の名寄せ

③

対応方針の決定

④

仕様書修正

寄せられた全ての回答票について、加工することなく一覧化する。

その後、複数の意見が混在している意見は、意見の種類に合わせて分割し、

意見のみ記載された状態の「意見集約一覧」とする。

①で作成した「意見集約一覧」に対して、全ての意見を１件ずつ確認し、

必要に応じて関係法令や通知を確認の上、同様の意見を名寄せを行う。

名寄せ後の意見に対して、以下の整理を行う。

・要件分類化（機能要件、帳票要件、データ要件等に分類化）

・対応方針（標準仕様書への反映、意見へ回答し完了、継続検討）

各対応方針に対して、以下の対応を行う。

・「標準仕様書へ反映」とした意見

影響調査、修正内容を検討の上、標準仕様書1.1版案を修正する。

・意見へ回答し完了とした意見

今後補足事項への記載や本編への補記に活用する。

・継続検討とした意見

検討に時間を要する意見やＷＴで検討を要する意見は当方針とする。

※中長期の検討を要する意見を除き、標準仕様書1.1版に反映できるよう検討を進める。

意見整理

対応取りまとめ



３．全国意見照会後に対応・検討を要する内容について

3

No 検討要素 検討の論点

1

デジタル庁方針
（横並び調整）

「共通機能等技術要件検討会」の検討結果を受けた対応

2 「標準仕様の指定都市における課題等検討会」の検討結果を受けた対応

3 「実装類型の点検について」の検討結果を受けた対応

4 データ要件・連携要件との整合対応

5

制度改正等の動向

歯周疾患検診票の改訂に伴う修正

6 母子健康手帳の見直しに伴う対応

7 新型コロナワクチンの直近の追加接種対応（現時点では4回目接種まで対応済）

○ 全国意見照会の意見対応以外に、対応・検討が想定される内容は、以下のとおりである。


